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スマートフォンやタブレットなどの携帯端末の搭載
CPUは，そのほとんどがARMプロセッサの時代と
なってきました．そしてFPGAの世界でも，ARM社
のARM Cortex-A9プロセッサをCPUコアとして搭載
したものが登場しています．

今回筆者は，Altera社のCyclone V SoCを搭載し
た評価ボード“Helioボード”（写真1）に触れる機会を
得ることができたので，まずはHelioでLinuxを起動
させて，Linuxアプリケーションの開発環境までを構
築してみたいと思います．

今後，FPGA部分にオリジナルの回路を実装し，そ
のデバイス・ドライバを書いて，アプリケーションか
ら制御するまでの記事の掲載を予定しているので，そ
のベースとなるLinuxシステムを構築します．

1．ビルド済みバイナリを 
すぐに動かしてみる！

● イメージ・ファイルのダウンロード
Helioに関する情報は，次のWebサイトが一番詳し

く掲載されています（図1）．
・http://www.rocketboards.org/foswiki/
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このWebサイトには既にSDカードに書き込めるあ
らかじめビルドされたイメージがあるので，それをダ
ウンロードします．ボードのバージョン（Rev.1.2また
はRev.1.3）によってダウンロードするファイルが異な
るので，お手元のボードのバージョン番号に合わせて

写真1 Cyclone V SoC搭載評価ボードHelio（アルティマ社）
http://www.altima.jp/products/devkit/altima/helio/

ボードのバージョン（Rev.）はここに明記されている．写真のボードはRev.1.3.
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第2章 開発環境VineLinuxのインストールからbusyboxのコンパイルまで

安価なアルテラSoC評価ボードとして，Cyclone V SoC搭載評価ボードHelio（アルティマ）が発売されました．
ここでははじめてHelioボードを使う人向けに，クロス開発環境の構築方法から，HelioボードでLinuxを起動させ
る手順，さらに簡単なLinuxアプリケーションを作成して動作を確認するところまでを詳しく解説します．ここ
での解説は，今後Helioボードを活用するうえでのベースとなる環境構築となります．

アルテラSoC評価ボードHelioで
Linuxを動かそう
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アルテラSoCではじめてのLinux！


